
 

 

遠野早池峰ふるさと学校の開校式に出席して思ったこと 

 

4 月 24 日に、遠野市附馬牛町の旧大出小中学

校を活用した観光交流施設、「遠野早池峰ふるさ

と学校」の開校式に出席して参りました。 

前支署長の、かつて遠野に存在した森林鉄道

「附馬牛軌道」の記録写真や当時の空中写真から

復元した路線図などの綿密な調査に基づく資料、

その仕事ぶりには驚くばかりでした。 

詳しくは、岩手日報の記事をご覧下さい。 

 

さて、遠野にある百名山、早池峰

山への登山道は複数あるのです

が、ここ大出やその先の馬留を起

点に登山をする方はあまりいないと

思います。 

全国的にも、アクセスが良くコー

スタイムの短いルートに登山者が

集中し、対してアクセスが不便で長

いアルバイトを強いられるコース

は、三密を避ける時代でなくとも、

めったに人に会わず、利用者がい

ないとコースの手入れも疎かになっ

ていきます。 

登山道の格差です。 

また、登山では、地域でお金を使

う機会も少なく心苦しいことが多々

ありますが、記事には、特産物販売

の可能性を探っていくとあります。 

 

 

このふるさと学校が手作りの登山基地・登山口とし

ての役割も果たせれば、登山利用コースの分散や地

域振興にも繋がり良いのだが、と思った次第です。 

 

岩手南部森林管理署遠野支署 支署長 山田亨 
 

岩手日報 3 年 4 月 23 日付朝刊。この記事・写真等は、岩手日報社の許諾を得て転載しています。 

休日に徳兵衛山から望む早池峰剣ヶ峰。その先の早池峰山頂までは誰もいませんでした。 


